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伊勢原市における
健康維持増進プロジェクト

柴田 健雄

東海大学医学部基礎医学系

東海大学To-Collaboプロジェクト

• 「To-Collabo（トコラボ）プログラム」は、全国にキャ
ンパスが広がる本学ならではの「全国連動型地域
連携活動」を柱に、地域特有の課題や全国共通の
課題を全ての教職員・学生が共有し、協力して解
決策を見出す取り組みです。

•①いせはら市民健康アカデミー

•②健康バス

•③大山HRM(Health Resort Medicine)
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①いせはら市民健康アカデミー
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健康データの見える化
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②健康バス

• 2015年11月21日に伊勢原市役所
分室・子育て支援センターにて（約
150名参加）、また2016年2月27日
に伊勢原市総合運動公園総合体
育館にて（約100名参加）健康バ
ス測定会を実施した。

• 血管年齢、体組成、骨量、下肢筋
肉量などを測定し、終了後には市
の保健師が個別相談とアドバイス
を行った。

• 測定会では、体育学部、医学部、
チャレンジセンターの学生と教員
らがサポートした。

③大山HRM

•大山を実証フィールドとし、温度・湿度・気圧等の
変化と健康への影響度をリアルタイムで把握でき
るモニタリングシステムを構築する。また、このシ
ステムを活用し、保養地におけるウォーキング、登
坂などによって、未病を改善するプログラムを新た
に開発する。

•神奈川県「平成27年度未病産業の創出に係るモ
デル事業」における「HRM(ヘルスリゾートメディス
ン)によるセルフヘルスケア大山モデル構築事業」
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モバイル測定器について

■myBeat
• 胸部に専用パッドまたはベルトで装着し、心拍、体温、活動量が測定できます。

• データはBluetoothを介してリアルタイムでスマートホンに送信され、さらにクラウド上の
iLCSサーバに送信されます。

• 試験開始時に装着し、終了まで常時装着します。

■Sensoredone
• 気温、湿度、気圧、照度等を計測する小型のセンサで、各人が晒されている環境条件を
測定するために使います。

• 腰や首からぶら下げて使います。

• データはBluetoothを介してリアルタイムでスマートホンに送信され、さらにクラウド上の
iLCSサーバに送信されます。
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気象常時観測センサとモバイルセンサ実証実験
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大山ウォーキングコースの気温差



第13回GCM研究会 2016/5/14

8

阿夫利神社

見晴台

大山ケーブル駅

雪道での測定

秋晴れの中での測定 直前の血圧測定

見晴台での片足立ち測定

リアルタイム測定結果（大山阿夫利神社～見晴台：標高差約100m）



第13回GCM研究会 2016/5/14

9

リアルタイム測定結果（東海大学伊勢原校舎周辺：標高差約±10m）
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共通パターン

• ケーブルカー乗車中に心拍間隔が長くなる傾向が
見られる

•上りのケーブルカー乗車中が下りに比して心拍間
隔時間が長くなる傾向が見られる

•冬（1/22）の下りが従前に比して全員が心拍間隔
時間が短くなっている

• 同様の活動状態でも外気温が低くなると心拍間
隔は、短い傾向になる

•暖かさを実感できる大気環境での心拍間隔は長く
なる傾向になる


